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（Y軸: 1mA/div, X軸: 50mV/div）
図２．SCCOの固有ジョセフソン接合特性
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情報メディア工学講座複合メディア分野（中村（裕）研究室）
http://www.ccm.media.kyoto-u.ac.jp/
「次世代遠隔講義環境～ネットワークとアプリケーションの交渉によるマネージメント～」
マルチメディア通信技術の進歩やブロードバンドネットワークの普及により、映像と音声によるコミ
ュニケーションが比較的容易かつ安価に実現できるようになりました。このようなコミュニケーション
技術は時間的・距離的・経済的制約の中で効率よく会議や講義を実現するために頻繁に使われるように
なってきました。しかし、このような遠隔コミュニケーションには、まだまだ多くの課題があります。
参加者全員が同じ場所にいるときと比べて遜色ない遠隔コミュニケーション環境を作るためには、複
数の高解像度の映像を低遅延で通信する必要があり、現在一般に普及している映像通信装置、ネットワ
ークよりもずっと高い性能が必要となります。逆に、世界中の国と繋ぐためには、現在の日本よりもず
っと悪いネットワーク環境を想定しなければならない場合もあります。このような遠隔通信における典
型的な問題の一つとして、通信の安定性があります。現在のインターネットでは通信帯域が保証されて
いないため、映像のような大量のデータ通信が集中して輻輳が発生するとパケット廃棄や伝送遅延等が
起こり通信障害が発生します。このような通信障害は映像の乱れや音声の途切れとして表面化し、相手
の様子がわからなくなったり、対話ができなくなったりします。このような状況で円滑な遠隔コミュニ
ケーションを行うためには２つのアプローチがあります。１つはネットワーク側において通信障害の抑
制を行う努力をする方法です。例えば、帯域保証や誤り訂正、複数経路の併用といった手法が検討され
ていますが、これらの方法のみによる抑制には限界があります。もう１つは、アプリケーション側で使
う帯域を制御する方法です。例えば送受信する映像の数や解像度、フレームレート、圧縮率等を調整す
ることによって、必要とされる帯域を調整することができます。もちろん、この調整によって品質を落
とせば、伝えるべき情報が伝わらなくなる可能性も出てきます。
この２つのアプローチは同時並行的に行うことが重要ですが、これまでの研究ではネットワークの空
き帯域にのみ依存した制御が一般的でした。しかし、実際の会議や講義では、その進行に応じて、音声
だけでも構わないときもあれば、話者の表情やジェスチャーが重要な意味を持つ場合や、資料の文字が
詳細に読み取れることが必要な場合もあり、これらの状況は時間とともに変化します。また、対話を行
っている場合は通信遅延を抑える必要がありますが、一方的な発言の場合は遅延が多少あっても大きな
問題にはなりません。
そこで、我々はネットワークの空き帯域や輻輳状況の把握と並行して、遠隔会議や遠隔講義の状況の
認識を行い、伝送すべき情報や品質に対する要求
とネットワークの状況の両方を基に通信の制御を
行う仕組みを導入する研究を行っています（右図
参照）。
この研究のポイントの１つは、送るべき映像の
解像度やフレームレートを変化させるだけでなく、
映像の種類や本数も講義や会議の状況に応じて柔
軟に変化させるところにあります。このような手
法によって、様々なメディア情報を自在に編集し
組み合わせながら、より豊富な情報を柔軟に提供
することで、参加者に同じ空間を共有していると
いう臨場感や緊張感を与えたり、必要に応じて映
画やTVのような演出を行うことにより効果的・印
象的な遠隔コミュニケーションを実現することが
目標です。
